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軽量受圧板 (FFU900S-3)
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複合PC鋼線より線束 圧縮型（SEEEアンカー (F20UA))
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フェンス
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法枠

1:100(A1)
1:200(A3)

年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇所

図 面番号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 小津町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
担 当
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

アンカー工横断図-1
(No.0、1横断面図)

北浜東4工区 4ブロック

凡 例

計 画

発 注
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軽量受圧板 (FFU900S-3)

足場面積 12.17 (m2)

複合PC鋼線より線束 圧縮型（SEEEアンカー (F20UA))

Td = 3.6 kN/本、ctc = 4.00 m
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フェンス

法枠
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1:100(A1)
1:200(A3)

年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇所

図 面番号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 小津町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
担 当
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

アンカー工横断図-2
(No.3横断面図)

北浜東4工区 4ブロック

凡 例

計 画

発 注
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図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 小津町 地内
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会 社 及 び 責 任 者
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技 術者
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1:100(A1)
1:200(A3)

年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇所

図 面番号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 小津町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
担 当
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

水路工 横断図

北浜東4工区 4ブロック

凡 例

計 画
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年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇所

図 面番号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 小津町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
担 当
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

水路工 構造図

北浜東4工区 4ブロック
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計 画
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アンカー材(F20UA)詳細図

ABSスペーサー

φ21.6

φ38.1φ21.6

上部マンション

(S35C相当品)

下部マンション

(S35C相当品) (ポリエチレン樹脂)
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B-BA-A

アンカーキャップ

S=1:5断 面 図
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ナ ッ ト
(S45C)

ストッパーシース
(ポリエチレン)
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PC鋼より線ナット定着方式

（二重防食タイプ）

上部マンション

下部マンション

ナ ッ ト

鋼管付補剛板
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規 格
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摘 要

S35C相当品

S35C相当品

SS400+STKM13A,亜鉛めっき

ポリエチレン

S55C相当品（支圧カプラー含）

ABS樹脂

アンカー材料表
（1本当たり）

ポリエチレン被覆

ソケットシース含

アンカーキャップ
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L=205

0.90kg

個

箇所

1

1

アルミ鋳鉄

L=8.5～10.0

10

75

205

φ
11

0

Oリング

φ
14

5

空気抜孔

グリスニップル

ネジ加工
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角度調整台座

M36 個 1 S45C

FCD450,亜鉛めっき

（FCD450 亜鉛めっき）

角度調整台座
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※補剛板形状は計算の上決定すること。

（SS400+STKM13A,亜鉛めっき）
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φ250 22

鋼管付補剛板

20

7

STKM13A

φ131

φ
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α=45°

アンカー装置図

グラウンドアンカー構造図
(受圧板:軽量受圧板-FFU受圧板) A1 S=1:10

A3 S=1:20

アンカープレート

軽量受圧板(FFU受圧板)構造図

900S-3
A1 S=1:10
A3 S=1:20

125

245
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120
ロ-900

ロ-700

ロ
-500

250

13 1

13°

90
0

4-M12ネジを埋め込み

アンカープレート φ200x25,φ46 枚 1 SS400,亜鉛めっき

担 当
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調 査
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B

ソケットシース

被覆材ナット

下部マンション

φ
90

支圧カプラー

定着体止水材

ABSスペーサー

A

A

PC鋼より線

削孔長 8.25～9.75m

ストッパーシース

頭部防錆材

マンション

グラウト

余長Lo=80 アンカー自由長 Lf = 5.5～7.0m アンカー体長 La = 3.00m

アンカー長 L = 8.5～10.0m

キャップナット

アルミキャップ

(F20UA用)

ＦＦＵ受圧板

テンドン長 L = 8.58～10.08m

(SS400 亜鉛めっき)

25

φ
4
6

2
00

200

アンカープレート

法面勾配はる基本的にS＝1:1.5で施工されているが、場所によって
微妙に異なるため、アンカーの設置に当り受圧板のヘッド形状の微
調整が必要である。

図示

年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇所

図 面番号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 小津町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
担 当
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

アンカー工構造図

北浜東4工区 4ブロック

凡 例

計 画

発 注
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防 止 工 法 縦 断 面 図

1:100(A1)
1:200(A3)

年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇 所

図 面番 号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 河下町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
主 任
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

2-1測線防止工法縦断面図

報徳2ブロック
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担 当
技 術者

調 査

押し出し・崩壊

(Ph-8～10)

滑落段差
(Ph-1,2)

崩壊

崖錐堆積物

泥岩（軟岩）

強風化泥岩

強風化泥岩

風化泥岩

R-1

R-2

①
②

2-1号地山補強土工
掘削 V=205.4m3

法面保護工
地山補強土工
SD345 D22 L=4.5m N=90本
現場吹付法枠工(□300×300-1500)

HW
L

LW
L

1 . 0 2

B P No .2 -1
GL-7 .02m 1 . 2 0

γt=18.00 kN/m3
γsat=18.00 kN/m3
C=6.77 kN/m2
φ=25.00°

2 - 1測線 安全率一覧表
高 水 位

H W L F s
円 弧

N o .

R - 1

低 水 位

L W L F s

1 . 0 0

計 画
F s

土 質 定 数

γt=18.00 kN/m3
γsat=18.00 kN/m3
C=10.19 kN/m2
φ=25.00°

1 . 0 3R - 2 1 . 0 0

対 策 工 事

1 . 4 6
( 1 . 4 2 )

掘削 V=205.4m3

法面保護工

地山補強土工

L=4.5m N=90本

θ=35° Sv=1.5m,h=1.5m

現場吹付法枠工

(□300×300-1500)

A=319.2m2

F s地山補強土工

1 . 2 4
( 1 . 2 1 )

BPNo .2-1
GL-3 .12m

※ 下 段 ( ) 内 の 安 全 率 は 法 尻 ま で 法 枠 工 を 計 画 す る 断 面 で の 安 全 率 。

0 0.5 1.0 1.5 2.0
(kΩ-㎝/120min)
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0.
8

GH=24
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Dep.=
7.00m

0 10 20 30 40 50
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8
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50以上

50以上

50以上

1.00

4.00

5.00

7.00

風化泥岩

CBNo.
1(投影)

3
5
.
00
°

凡 例

計 画

発 注

A=319.2m(R5 121.8)
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N
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N
O
.9

N
O.

1
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N
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1
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山 腹 勾 配

計 画 高

地 盤 高

追加水平距離

水 平 距 離

測 点 N
o.

m
m

m
％

m

1:100(A1)
1:200(A3)

1
:
1
0
0
(
A
1
)

1
:
2
0
0
(
A
3
)

BP
No.

2-
2

PH
=2

4.
543

GH=
24.

29

防 止 工 法 縦 断 面 図

1:100(A1)
1:200(A3)

年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇 所

図 面番 号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 河下町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
主 任
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

2-2測線防止工法縦断面図

報徳2ブロック

37 － 1 2

担 当
技 術者

調 査

押し出し

(Ph-20)

滑落段差
(Ph-14)

崩壊

(Ph-18,19)

滑落段差
(Ph-13)

風化泥岩

崖錐堆積物

泥岩（軟岩）

風化泥岩

風化泥岩

1:
0.
8

2-2号地山補強土工
掘削 V=58.3m3
地山補強土工
SD345 D22 L=3.5m N=29本
現場吹付法枠工(□300×300-1500)
A=166.7m2

HW
L

LW
L

R-1

1 . 0 1
B PN o .2 -2
GL-8.36m 1 . 2 0

γt=18.00 kN/m3
γsat=18.00 kN/m3
C=8.37 kN/m2
φ=25.00°

2 - 2測線 安全率一覧表
高 水 位

H W L F s
円 弧

N o .

R - 1

低 水 位

L W L F s

1 . 0 0

計 画
F s

土 質 定 数

対 策 工 事

1 . 2 4

掘削 V=58.3m3

地山補強土工

SD345 D22 L=3.5m N=29本

θ=35° Sv=1.5m,h=1.5m

現場吹付法枠工(□300×300-1500)

A=166.7m2

F s地山補強土工

BPNo .2-2
GL -3 .55m凡 例

計 画

発 注



1:100(A1)
1:200(A3)

年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇 所

図 面番 号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 河下町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
主 任
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

報徳2ブロック

担 当
技 術者

調 査

2-1測線横断面図(1)

37 － 1 3

1:
0.
8

1:
0.
8

1:
0.
8

1:
0.
8

▽ 15.42

▽ 16.59

▽ 17.76

▽ 18.93

▽ 16.59

▽ 17.76

▽ 18.93

▽ 15.42

▽ 16.59

▽ 17.76

▽ 18.93

▽ 15.42

▽ 16.59

▽ 17.76

▽ 18.93

1号端止工

2号端止工

掘削 = 3.3

掘削 = 6.8(甲)

〃 = 8.6(乙)

掘削 = 5.6

掘削 = 8.5(甲)

〃 = 6.8(乙)

現
場
吹
付
法
枠
工
(□

30
0-
15
00
)

SL
=5
.4
m

現
場
吹
付
法
枠
工
(□

30
0-
15
00
)

SL
=6
.9
m

現
場
吹
付
法
枠
工
(□

30
0-
15
00
)

SL
=8
.9
m

現
場
吹
付
法
枠
工
(□

30
0-
15
00
)

SL
=8
.3
m

現
場
吹
付
法
枠
工
(□

30
0-
15
00
)

SL
=6
.4
m

CBNo.1
T.P.+24.29m

Dep.=7.00m

0 10 20 30 40 50
N値

8

6

8

47

50以上

50以上

50以上

1.00

4.00

5.00

7.00

4.10m

4.10m

4.10m

4.10m

3
5.
0
0
°

35
.
0
0°

3
5
.0
0
°

3
5.
0
0
°

1:
0.
9

1:
0.
7

現
場
吹
付
法
枠
工
(□

30
0-
15
00
)

SL
=3
.2
m

現
場
吹
付
法
枠
工
(□

30
0-
15
00
)

SL
=3
.8
m

現
場
吹
付
法
枠
工
(□

30
0-
15
00
)

SL
=2
.5
m

▽16.83

▽18.89

▽15.99

▽16.50

▽18.89

1:
0.
7

現
場
吹
付
法
枠
工
(□

30
0-
15
00
)

SL
=3
.7
m

▽15.88

▽ 15.56

▽ 19.77

▽ 14.71

▽ 20.10

▽ 12.83

▽ 19.33

▽ 14.08

▽ 19.09

※2-1A～Cの断面はペーパーロケーションである。

施工時は起工測量により、現況にすり合わせる事。

掘削 = 0.8

掘削 = 0.3

掘削 = 0.7 DL=10.00

D=0.0

FH=

GH=13.25

PH=13.251

2-1No.0

As

2-1A

2-1C

2-1B

DL=10.00

D=3.0

FH=

GH=13.11

PH=13.113

2-1No.1

DL=10.00

D=7.0

FH=

GH=12.83

PH=12.831

2-1No.2

As

祠

DL=10.00

D=6.5

FH=

GH=12.56

PH=12.569

2-1No.3

As

BPN
o.2

-1

GH
=18

.3
9

風化泥岩

崖錐堆積物

泥岩（軟岩）

強風化泥岩

風化泥岩

崖錐堆積物

泥岩（軟岩）

強風化泥岩

風化泥岩

風化泥岩

崖錐堆積物

泥岩（軟岩）

強風化泥岩

風化泥岩

風化泥岩

崖錐堆積物

泥岩（軟岩）

強風化泥岩

風化泥岩

風化泥岩

凡 例

計 画

発 注



1:100(A1)
1:200(A3)

年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇 所

図 面番 号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 河下町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
主 任
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

報徳2ブロック

担 当
技 術者

調 査

2-1測線横断面図(2)

37 － 1 4

1:
0.
8

1:
0.
8

1:
0.
8

▽ 15.42

▽ 16.59

▽ 17.76

▽ 18.93

▽ 15.42

▽ 16.59

▽ 17.76

▽ 15.42

▽ 18.93

▽ 16.59

▽ 17.76

3号端止工

1:
1.
2

1:
1.
0

掘削 = 5.2

掘削 = 4.1

充填 = 0.4

掘削 = 1.8(甲)

〃 = 3.6(乙)

現
場
吹
付
法
枠
工
(□

30
0-
15
00
)

SL
=9
.7
m

現
場
吹
付
法
枠
工
(□

30
0-
15
00
)

SL
=7
.5
m

現
場
吹
付
法
枠
工
(□

30
0-
15
00
)

SL
=9
.0
m

3
5.
0
0
°

3
5
.0
0
°

3
5
.0
0
°

▽ 13.72

▽ 13.47

▽ 13.41

▽ 21.27

▽ 20.41

▽ 18.83

As

DL=10.00

D=7.0

FH=

GH=12.19

PH=12.194

2-1No.4

As

DL=10.00

D=4.0

FH=

GH=11.91

PH=11.919

2-1No.5

11.15(底)

As

DL=10.00

D=5.5

FH=

GH=11.57(天)

PH=11.574

2-1No.6

風化泥岩

崖錐堆積物

泥岩（軟岩）

強風化泥岩

風化泥岩

風化泥岩

崖錐堆積物

泥岩（軟岩）

強風化泥岩

風化泥岩

風化泥岩

崖錐堆積物

泥岩（軟岩）

強風化泥岩

風化泥岩

凡 例

計 画

発 注



1:100(A1)
1:200(A3)

年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇 所

図 面番 号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 河下町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
主 任
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

報徳2ブロック

担 当
技 術者

調 査

2-2測線横断図(1)

37 － 1 5

▽ 21.02

▽ 22.19

▽ 21.02

▽ 22.19

▽ 21.02

▽ 22.19

▽ 21.02

▽ 22.19

1:
0.
8

1:
0.
8

1:
0.
8

1:
0.
8

掘削 = 1.0

掘削 = 2.7

掘削 = 1.3

掘削 = 5.4
現
場
吹
付
法
枠
工
(□

30
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15
00
)

SL
=5
.8
m

現
場
吹
付
法
枠
工
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30
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00
)

SL
=7
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現
場
吹
付
法
枠
工
(□

30
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00
)

SL
=6
.6
m

現
場
吹
付
法
枠
工
(□

30
0-
15
00
)

SL
=1
1.
1m

3
5
°

3
5
°

▽ 18.36

▽ 22.91

▽ 17.48

▽ 23.07

▽ 17.46

▽ 22.62

▽ 18.37

▽ 17.43

▽ 26.09

D=0.0

FH=

GH=18.21

PH=

2-2No.0

DL=15.00

D=3.0

FH=

GH=17.45

PH=17.451

2-2No.1

DL=15.00

D=3.5

FH=

GH=17.46

PH=17.749

2-2No.2

DL=15.00

D=3.5

FH=

GH=16.31

PH=

2-2No.3

DL=15.00

軒

UF200
天

底

崖錐堆積物

泥岩（軟岩）

風化泥岩

崖錐堆積物

泥岩（軟岩）

風化泥岩

崖錐堆積物

泥岩（軟岩）

風化泥岩

崖錐堆積物

泥岩（軟岩）

風化泥岩

凡 例

計 画

発 注

(起点側)法面肩



1:100(A1)
1:200(A3)

年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇 所

図 面番 号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 河下町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
主 任
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

報徳2ブロック

担 当
技 術者

調 査

2-2測線横断図(2)

37 － 1 6

▽ 21.02

▽ 22.19

▽ 21.02

▽ 22.19

▽ 21.02

▽ 22.19

▽ 21.02

▽ 22.19

1:
0.
8

1:
0.
8

1:
0.
8

1:
0.
8

1:
0.
8

1:
0.
8

1:
0.
8

1:
0.
5

掘削 = 1.1

掘削 = 3.9

掘削 = 2.9

掘削 = 1.2

掘削 = 0.5

現
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吹
付
法
枠
工
(□

30
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00
)

SL
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m

現
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SL
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現
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SL
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現
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付
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枠
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00
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SL
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m

現
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付
法
枠
工
(□

30
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00
)

SL
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.1
m

現
場
吹
付
法
枠
工
(□

30
0-
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00
)

SL
=3
.4
m

現
場
吹
付
法
枠
工
(□

30
0-
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00
)

SL
=2
.5
m

現
場
吹
付
法
枠
工
(□
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0-
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00
)

SL
=2
.3
m

3
5
°

GH=24
.29

Dep.=
7.00m
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°
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▽ 18.36

▽ 24.39

▽ 18.23

▽ 24.21

▽ 22.32

▽ 18.04

▽ 20.56

▽ 22.95

▽ 17.73

▽ 20.35

▽ 22.32

▽ 17.95

▽ 20.05

DL=15.00

BPN
o.2

-2

GH=
24.

29

D=2.5

FH=

GH=16.52

PH=16.522

2-2No.4

DL=15.00

D=4.0

FH=

GH=17.32

PH=17.328

2-2No.5

DL=15.00

D=3.0

FH=

GH=17.38

PH=17.584

2-2No.6

DL=15.00

D=3.0

FH=

GH=17.49

PH=17.713

2-2No.7

DL=15.00

2-2No.6+1.85

※ペーロケ断面

崖錐堆積物

泥岩（軟岩）

風化泥岩

強風化泥岩

崖錐堆積物

泥岩（軟岩）

風化泥岩

強風化泥岩

崖錐堆積物

泥岩（軟岩）

風化泥岩

泥岩（軟岩）

強風化泥岩

崖錐堆積物

風化泥岩

CBNo.
1

凡 例

計 画

発 注



年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇 所

図 面番 号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 河下町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
主 任
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

報徳2ブロック

担 当
技 術者

調 査

現場吹付法枠工構造図(1)

37 － 1 7

図 示

現場吹付法枠工構造図(1)
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0
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(
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(□300-1500)

は補強土工（鉄筋挿入工）施工位置

【2-1No.0～2-1No.6の区間】

補強土工は、1.5m×1.5m間隔で配置すること。

法枠工求積図
S=1:100(A1)

S=1:200(A3)

法枠工展開図
S=1:100(A1)

S=1:200(A3)

天端モルタル

L=36.2m L=4.1m L=9.7m

地山補強土工

下段の補強土標高を基準に割付を行うこと

目地材

ΣA=0.46m
2

目地材

ΣA=0.67m
2

目地材

ΣA=0.61m
2

目地材

ΣA=0.68m
2

横 枠縦 枠

▽ 15.42

L=28.3m L=3.1m L=4.9m

水切モルタル

間詰モルタル

L=35.5m L=4.0m L=6.4m
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9
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8
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6
.
5
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56
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91
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9
.
7
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6
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4.01

3.77
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21

22

23

9
.
1
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5.43

9.
22

3
.
9
4

3.28

7.
78 2.70

6.21

6.12 0
.
4
0

0
.
3
9

3
.
4
4

3
.
4
8

0.30

0.29

記号 底辺 高さ 倍面積 ㎡

1 3.86 2.61 10.07

2 3.86 1.57 6.06

3 4.10 2.05 8.41

4 5.52 2.84 15.68

5 6.50 4.44 28.86

6 5.49 2.89 15.87

7 6.53 2.48 16.19

8 6.90 3.00 20.70

9 10.56 5.90 62.30

10 10.56 5.50 58.08

11 8.51 5.11 43.49

12 8.51 4.94 42.04

13 5.48 1.80 9.86

14 6.52 1.24 8.08

15 9.83 4.56 44.82

16 9.83 6.91 67.93

17 9.70 4.00 38.80

18 9.67 3.77 36.46

19 9.22 5.43 50.06

20 9.22 3.28 30.24

21 7.78 2.70 21.01

22 6.21 0.39 2.42

23 3.48 0.29 1.01

倍面積 ㎡ 638.44

面積 ㎡ 319.22

1.2

1.2

1.2

1.2

0.4

0.2

0.2

3
.
8

3
.
6

3
.
33
.
6

3.9

6.4

2.
5

1.2

0.9

2.3

2.9

2.
3

3
.
13.

4

1.8

1.0

0.1

0.4 1 0.4

0.9 1 0.9

1.2 1 1.2

1.9 1 1.9

2.0 1 2.0

2.9 1 2.9

3.1 1 3.1

3.3 2 6.6

3.4 1 3.4

3.6 2 7.2

3.8 2 7.6

4.2 1 4.2

4.8 1 4.8

5.5 1 5.5

5.8 1 5.8

5.9 1 5.9

6.3 2 12.6

6.5 1 6.5

7.2 1 7.2

7.3 1 7.3

7.7 3 23.1

7.8 2 15.6

7.9 2 15.8

8.0 1 8.0

8.2 2 16.4

8.6 2 17.2

8.8 1 8.8

9.0 1 9.0

計 38 210.9

枠長 本数 長さ

0.1 2 0.2

0.2 3 0.6

0.3 4 1.2

0.4 1 0.4

0.5 1 0.5

0.6 4 2.4

0.7 1 0.7

0.8 2 1.6

1.0 3 3.0

1.1 1 1.1

1.2 115 138.0

1.4 1 1.4

1.8 1 1.8

2.3 2 4.6

2.5 1 2.5

3.0 2 6.0

3.3 1 3.3

3.9 1 3.9

4.0 2 8.0

5.0 1 5.0

5.5 1 5.5

5.7 1 5.7

6.4 1 6.4

6.5 1 6.5

6.9 1 6.9

7.0 1 7.0

7.1 1 7.1

7.5 1 7.5

計 157 238.8

枠長 本数 長さ

凡 例

計 画

発 注

一式当り数量

吹付法枠面積 319.2 m2

枠 延 長 m

枠用モルタル m3

水切モルタル m3

=

=

=

=

449.7

1.39

40.5

植生基材吹付 m2= 184.3

m2= 319.2ラ ス 張 り

m3= 1.95天端モルタル

目 地 材 = 2.42 m2

m3= 1.76間詰モルタル

(2-1測線)



年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇 所

図 面番 号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 河下町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
主 任
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

報徳2ブロック

担 当
技 術者

調 査

現場吹付法枠工構造図(2)

(2-1測線)
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図 示

現場吹付法枠工構造図(2)
(□300-1500)

展 開 図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

標準断面図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

断 面 図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

２－２１－１

D13

吹付金網

2

σ c k = 1 8 N / m m 2

S D 3 4 5

2

1

使 用 部 材 の 強 度 及 び 材 質

吹 付 モ ル タ ル の 設 計 基 準 強 度

鉄 筋 の 材 質

1

水抜きパイプ

VUφ50

主アンカー D19 L=0.80m

補助アンカー D13 L=0.50m

植生基材吹付 t=3cm

中抜管

ボイドφ100

地山補強土工

D22

0.
30

0.
30

0.
30

0.
30

1.
50

1.
50

1.
50

0.30

主アンカー D19 L=0.80m

地山補強土工 D22 L=4.50m

主アンカー D19 L=0.80m

補助アンカー D13 L=0.50m

0
.
30

0
.
30

0.30 1.20 0.30 1.20 0.30 1.20 0.30

鉄筋挿入工 D22 L=4.50m

1:
0.
8

端 止 工
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

1号
(2-1No.1付近)

2号
(2-1No.3付近)

3号
(2-1No.6付近)

1
.5

4

1
.5

4

1.
5
2

1.
5
2

1
.
83

1
.
83

1.38

0.63

0.30 1.50

0.70

0.30

1.50

0.53

0.30

1
:
0
.
3

1:
0.

3

1
:0

.3

1:
0.
8

1:
0.
8

1:
0.
8

1号端止工数量表

コンクリート

型 枠

名 称

0.46

3.58

規 格

1箇所当たり

数 量単位

18N/mm
2

m
3

m
2

2号端止工数量表

コンクリート

型 枠

名 称

0.50

3.82

規 格

1箇所当たり

数 量単位

18N/mm
2

m
3

m
2

3号端止工数量表

コンクリート

型 枠

名 称

0.56

4.29

規 格

1箇所当たり

数 量単位

18N/mm
2

m
3

m
2

1.50 1.50 1.50

1.
5
0

1
.5

0

0.30 1.20 0.30 1.20 0.30 1.20 0.30

0
.
30

1.
2
0

0.
3
0

1
.2

0
0
.
30

枠断面図
S=1: 5(A1)

S=1:10(A3)

吹付金網組立図
S=1: 5(A1)

S=1:10(A3)

300

3
0
0

2
3
0

有
効

高
さ

鉄筋 D13

かぶり厚さ

50mm以上

※F300-1500はD13の鉄筋を使用。

※鉄筋の重ね継手長
F300-1500 ld=500mm
(計算の詳細については巻末資料の法枠工計算書参照）

150

300

75

1
5
7

3
0
5

7
3

75

7
5

クリンプ金網

（亜鉛めっき鉄線）

※鉄筋のかぶり厚さは50mm以上とること
(塩害地域区分C、対策区分Ⅲに対応)

法枠端部詳細図
S=1:30(A1)

S=1:60(A3)

間詰モルタル
A=0.045m

2

σck=18N/mm
2

水切モルタル
A=0.045m

2

σck=18N/mm
2

天端モルタル
A=0.045m

2

σck=18N/mm
2

植生基材吹付

t=3cm

間詰モルタル
A=0.036m

2

σck=18N/mm
2

水切モルタル
A=0.036m

2

σck=18N/mm
2

天端モルタル
A=0.036m

2

σck=18N/mm
2

植生基材吹付

t=3cm

1:
0.
8

間詰モルタル
A=0.054m

2

σck=18N/mm
2

水切モルタル
A=0.054m

2

σck=18N/mm
2

天端モルタル
A=0.054m

2

σck=18N/mm
2

植生基材吹付

t=3cm

1:
1.
0

1:
1.
2

凡 例

計 画

発 注
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会 社 名
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設 計

島根県 出雲市 河下町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
主 任
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

報徳2ブロック

担 当
技 術者

調 査

図 示

現場吹付法枠工構造図(1)
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現場吹付法枠工構造図(1)

法枠工求積図
S=1:100(A1)

S=1:200(A3)

法枠工展開図
S=1:100(A1)

S=1:200(A3)

(□300-1500)

は補強土工（鉄筋挿入工）施工位置

補強土工は、1.5m×1.5m間隔で配置すること。

目地材

ΣA=0.68m
2

下 段 上 段

▽ 21.02

▽ 22.19

▽ 21.02

▽ 22.19

下 段 上 段

2
.
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2
.
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2
.
4
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.
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3.7

1.8
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0.6

1.
8

2.0
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1.20.7

0.6 1.2

0.1 1.2

1.2

0.4

横 枠縦 枠

1

5
.
6
1

0.75

5
.
8
3

0.70

2

3

3.01

2.59

6.
74

3.20

3.00

4

5

7
.
1
6

3.55
3.36

7.
45

3.50

3.10

6

7

6
.
6
1

3.50

3.
08

5.
66

7.51

3.50

8

9

1
1
.
1
0

3.32

2.50

9
.
2
5

2.7
7

2.09

10

11

7
.
7
2

4.80

4.00

6.
45

4.00

3.24

12

13
5
.
2
2

3.76

3.00

4.
21

3.01

2.28

14

15

16

3
.
2
0

1.86

1.68

3.
53

1.64
1.85

1.89

0.
2
70
.2

6

17

18

3
.
1
3

0.78

0.70

2.
88

0.70

0.68

19

20

21

2
.
7
8

0.
71

0.45

0.46

2.
27

0.45 2.44

2
.3

0

2.
43

2.
02

記号 底辺 高さ 倍面積 ㎡

1 5.83 0.70 4.08

2 6.74 2.59 17.46

3 7.16 3.00 21.48

4 7.45 3.36 25.03

5 7.45 3.10 23.10

6 7.51 3.08 23.13

7 11.10 3.50 38.85

8 11.10 2.50 27.75

9 9.25 2.09 19.33

10 7.72 4.00 30.88

11 6.45 3.24 20.90

12 5.22 3.00 15.66

13 4.21 2.28 9.60

14 3.53 1.68 5.93

15 3.53 1.64 5.79

16 1.89 0.26 0.49

17 3.13 0.70 2.19

18 2.88 0.68 1.96

19 2.78 0.45 1.25

20 2.30 0.45 1.04

21 2.44 2.02 4.93

倍面積 ㎡ 300.83

面積 ㎡ 150.42

1
2.
09

1.96

2
.
4
0

1.63 2

3

3.39

2.
12

3.11

3.74

2.
45

4

5

6

3
.
0
6

2.02
1.85

2.
9 1

1.87

1.60

2
.
7
42

.
5
1

0.82

0.7
4

記号 底辺 高さ 倍面積 ㎡

1 2.40 1.63 3.91

2 3.39 2.12 7.19

3 3.74 2.45 9.16

4 3.06 1.85 5.66

5 2.91 1.60 4.66

6 2.74 0.74 2.03

倍面積 ㎡ 32.61

面積 ㎡ 16.31

間詰モルタル

目地材

ΣA=0.47m
2

天端モルタル L=8.2m

間詰モルタル L=8.4m

水切モルタル L=4.8m

地山補強土工

下段の補強土標高を基準に割付を行うこと

地山補強土工

下段の補強土標高を基準に割付を行うこと

※ 2-2No.7付近から既設階段へ施工時に調整して摺り付けること。

(法枠上部にボイド孔を空けておくこと)

※柵撤去・移設

L=17.4m L=1.4m L=1.3m

水切モルタル

L=22.6m L=1.4m L=2.4m

天端モルタル

L=26.0m L=1.2m L=2.4m

1.21.21.2 1.21.2 1.21.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2
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1.2 1.2 1.2

1.2

1.2

0.1

1.2

1.21.21.2 1.2 1.21.2 1.21.2 1.2 1.2 0.11.2

1.21.21.2 1.2 1.01.2

0.6

3.2

5
.
4

2.9 3.6

3.0
0.8

5.
6

1.7

4.8

0.5
1.9

3.2

3.5

2.1

0.
7

2.8

3.5

2.
2

4.0

0.8

0
.
2

3.8

0.1 1.2 1.2 1.2 1.21.2 1.2 1.21.2 1.2 1.21.2 1.21.21.2 1.2

2
.
6

2
.
8 1
.
6

1.2 1.2 0.31.2 1.2

1.20.1 1.2

0.1

1.2 1.20.1 1.2

横 枠縦 枠

0.1 6 0.6

0.3 1 0.3

0.5 1 0.5

0.6 1 0.6

0.7 1 0.7

0.8 2 1.6

1.0 1 1.0

1.2 58 69.6

1.7 1 1.7

1.9 1 1.9

2.1 1 2.1

2.2 1 2.2

2.8 1 2.8

2.9 1 2.9

3.0 1 3.0

3.2 2 6.4

3.5 2 7.0

3.6 1 3.6

3.8 1 3.8

4.0 1 4.0

4.8 1 4.8

5.6 1 5.6

計 87 126.7

枠長 本数 長さ

0.2 1 0.2

1.6 1 1.6

2.6 1 2.6

2.8 1 2.8

3.1 1 3.1

3.5 1 3.5

4.5 1 4.5

5.4 1 5.4

5.5 1 5.5

5.9 1 5.9

6.1 1 6.1

6.3 1 6.3

6.4 1 6.4

6.5 1 6.5

7.1 1 7.1

7.7 1 7.7

9.0 1 9.0

9.7 1 9.7

計 18 93.9

枠長 本数 長さ

1.7 1 1.7

2.0 2 4.0

2.4 2 4.8

計 5 10.5

枠長 本数 長さ

0.1 1 0.1

0.4 1 0.4

0.6 2 1.2

0.7 1 0.7

1.2 4 4.8

1.8 3 5.4

2.0 1 2.0

3.3 1 3.3

3.7 1 3.7

計 15 21.6

枠長 本数 長さ
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2N

o
.4

2
-
2N

o
.5

2
-
2N

o
.6

(
1
:0

.
8)

(
1
:0

.
5)

2-
2
N
o.

5

2-
2
N
o.

6

+
1
.8

5

+1
.
85

2
-
2N

o
.7

(1
:
0.

8
)

(1
:
0.

5
)

凡 例

計 画

発 注

一式当り数量

吹付法枠面積 166.7 m2

枠 延 長 m

枠用モルタル m3

水切モルタル m3

=

=

=

=

252.7

0.87

22.7

植生基材吹付 m2= 90.9

m2= 363.8ラ ス 張 り

m3= 1.32天端モルタル

目 地 材 = 1.15 m2

m3= 1.21間詰モルタル

求積面積 = 1 5 0 . 4 2 + 1 6 . 3 1

= 1 6 6 . 7 3

(2-2測線)



年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇 所

図 面番 号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 河下町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
主 任
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

報徳2ブロック

担 当
技 術者

調 査

図 示

現場吹付法枠工構造図(2)

(2-2測線)

37 － 2 0

現場吹付法枠工構造図(2)
(□300-1500)

300

1
50

0

1200

D13
30

0
1
2
00

15
0
0

1500 1500 1500

12
0
0

吹付金網

2

σ c k = 1 8 N / m m 2

S D 3 4 5

2

1

使 用 部 材 の 強 度 及 び 材 質

吹 付 モ ル タ ル の 設 計 基 準 強 度

鉄 筋 の 材 質

1

水抜きパイプ

VUφ50

主アンカー D19 L=0.80m

補助アンカー D13 L=0.50m

植生基材吹付 t=3cm

中抜管

ボイドφ100

地山補強土工

D22

展 開 図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

3
0
0

30
0

300 1200 300 1200 300

標準断面図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

30
0

30
0

30
0

30
0

15
00

15
00

15
00

300

主アンカー D19 L=0.80m

地山補強土工 D22 L=3.50m

断 面 図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

２－２

主アンカー D19 L=0.80m

１－１

補助アンカー D13 L=0.50m

3
00

3
00

300 1200 300 1200 300 1200 300

鉄筋挿入工 D22 L=3.50m

1:
0.
8

枠断面図
S=1: 5(A1)

S=1:10(A3)

吹付金網組立図
S=1: 5(A1)

S=1:10(A3)

150

300

75

15
7

3
0
5

73

75

7
5

クリンプ金網

（亜鉛めっき鉄線）

300

30
0

2
30

有
効

高
さ

鉄筋 D13

かぶり厚さ

50mm以上

※F300-1500はD13の鉄筋を使用。

※鉄筋の重ね継手長
F300-1500 ld=500mm
(計算の詳細については巻末資料の法枠工計算書参照）

※鉄筋のかぶり厚さは50mm以上とること
(塩害地域区分C、対策区分Ⅲに対応)

法枠端部詳細図
S=1:30(A1)

S=1:60(A3)

間詰モルタル
A=0.036m

2

σck=18N/mm
2

水切モルタル
A=0.036m

2

σck=18N/mm
2

天端モルタル
A=0.036m

2

σck=18N/mm
2

植生基材吹付

t=3cm

1:
0.
8

間詰モルタル
A=0.023m

2

σck=18N/mm
2

水切モルタル
A=0.023m

2

σck=18N/mm
2

天端モルタル
A=0.023m

2

σck=18N/mm
2

植生基材吹付

t=3cm

1:
0.
5

凡 例

計 画

発 注



防錆材
ｸﾞﾗｳﾄ

4.ﾍﾞﾙｼｰｽ

鉄筋挿入工 ネジ筋棒鋼 SD345 D22 標準施工図

鉄筋挿入工 ネジ筋棒鋼 SD345 D22部品

2.ﾒｯｷｶｯﾌﾟﾗｰ

１．メッキコマナット D22NT ２．メッキカップラ－ D22NT ３．スペーサー D22-65（電気めっき）

3.ｽﾍﾟｰｻｰ

ネジ節棒鋼 SD345 D22

５．メッキ付角座金 ６．メッキベルワッシャ－ ７．ベルキャップ

４．ベルシ－ス

65 65

L=3500(2-2測線)

□300×300-1500
現場吹付法枠工頭部余長100

Ｄ
２

２
Ｎ

Ｔ

50

4
0

5
6

54

35

φ
30

110

φ
34

φ34

φ45

φ32

φ
42

φ
32

200

φ
45

φ
45

1
5
0

1509

25

φ74.5

φ45

φ
7
4
.5

φ
45

φ0

φ
0

※ベルコート360ｇ入り

Oﾘﾝｸﾞ

Oﾘﾝｸﾞ

150

単位

ネジ節棒鋼

種 別

ｍ

仕 様

数量表 (1箇所当り)

備 考数量

メッキコマナット

スペーサー

ベルシース

メッキ付角座金

メッキベルワッシャー

ベルキャップ

SD345 D22

D22NT

D22-65

φ74.5×25

150×150×9（φ45）

φ100×150

φ45×200

個

個

個

枚

個

個 ベルコート360ｇ入り

1

1

1

1

溶融亜鉛めっき HDZ 55

溶融亜鉛めっき HDZ 55

溶融亜鉛めっき HDZ 35

電気めっき

溶融亜鉛めっき HDZ 351

最大ピッチ2.5ｍで最低2箇所

メッキカップラー D22NT 個 溶融亜鉛めっき HDZ 35

127

D22

φ
65

SUS M8

φ
6
5

5.ﾒｯｷ付角座金

6.ﾒｯｷﾍﾞﾙﾜｯｼｬｰ

1.ﾒｯｷｺﾏﾅｯﾄ

7.ﾍﾞﾙｷｬｯﾌﾟ

（溶融亜鉛めっき HDZ 35）

（溶融亜鉛めっき HDZ 35）

（溶融亜鉛めっき HDZ 55）

（溶融亜鉛めっき HDZ 35） （溶融亜鉛めっき HDZ 35）

（溶融亜鉛めっき HDZ 35）（溶融亜鉛めっき HDZ 55）

（溶融亜鉛めっき HDZ 35）

（溶融亜鉛めっき HDZ 55）

3.5(2-2測線)

1

2

※補強材を継ぐ場合はカップラーを使用すること。

設置間隔2.5m以下

設計基準強度 24N/mm2

削
孔

径

補強材長

地 山 補 強 土 工 構 造 図
S=1:2(A1)
S=1:4(A3)

注入材の配合例

(重量比)

セ メ ン ト ミ ル ク

モ ル タ ル

セ メ ン ト 水 砂

１ : 0 . 4 0 ～ 0 . 5 0

１ : 0 . 4 2 ～ 0 . 4 5 : １

σ28≧24N/mm
2
(仮設σ28≧18N/mm

2
)

流下時間22秒以下 (Pロート:JHS A313-1992準用)
(1N/mm

2
＝10.2kgf/cm

2
)

参考文献 切土補強土工法設計・施工要領
NEXCO東日本,NEXCO中日本,NEXCO西日本 H.19.1 P.54

4.5(2-1測線)

年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇 所

図 面番 号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 河下町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
主 任
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

報徳2ブロック

37 － 2 1

担 当
技 術者

調 査

地山補強土工構造図

図示

凡 例

計 画

発 注









1:
1.
2

1:
1.
2

1:4.
0

1:
1.
2

1:
1.
2

1:
1.
2

4測線(副)2

4測線(副)3

4測線(副)1

010 20 30 40 50
N値

4

6

5

6

8

50以上

50以上

50以上

06/21

06/22

1.85

4.45

6.50

8.00

BPNo
.4-1

(投影)

GH=1
9.68

Dep.
=8.0

0m

LWL

①④

R-4

0 10 20 30 40 50
N値

4

6

5

6

8

50以上

50以上

50以上

06/21

06/22

1.85

4.45

6.50

8.00

BPNo
.4-1

(投影)

GH=1
9.68

Dep.
=8.0

0m

LWL

R-1(投
影
)

PWL1

LWL

泥岩

強風化泥岩

崖錐堆積物

泥岩

強風化泥岩

崖錐堆積物

0 0.5 1.0 1.5 2.0
(kΩ-㎝/120min)

HW
L

0 0.5 1.0 1.5 2.0
(kΩ-㎝/120min)

HWL

HWL

DL=10.00

15.00

20.00

(m)
25.00

DL=20.00

25.00

30.00
(m)

DL=5.00

10.00

15.00

(m)
20.00

防 止 工 法 縦 断 面 図

副 測 線

1:100(A1)
1:200(A3)

年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇 所

図 面番 号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 河下町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
主 任
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

防止工法縦断面図(副測線)

報徳4ブロック

37 － 2 5

担 当
技 術者

調 査

PW
L1

PWL1

D=8.5

FH=

PH=13.059

4-1NO.5

GH=13.05

D=5.0

FH=

GH=20.38

PH=20.380

4-2NO.3

D=4.5

FH=

PH=11.308

4-1NO.1

GH=11.30

1 . 2 0

BP N o. 4- 1
GL -3.82m

1 . 2 0
γt=18.00 kN/m3
γsat=18.00 kN/m3
C=8.28 kN/m2
φ=15.00°

4測線(副)1 安全率一覧表
高 水 位

H W L F s
円 弧

N o .

R - 1

低 水 位

L W L F s

1 . 0 0

計 画
F s

土 質 定 数

γt=18.00 kN/m3
γsat=18.00 kN/m3
C=15.18 kN/m2
φ=15.00°

1 . 0 9R - 4 1 . 0 0

対 策 工 事

1 . 3 1排土工
V=462.2m3

植生マット工
A=454.7m2

丸太筋工
L=76.6m

F s
4 - 1号
排土工

1 . 2 4

P W L 1

BP No .4-1
GL -0 .65m

BPNo.4-1
GL-3.65m

1 . 1 6

4-1号ボーリング暗渠工
L=11～26.0m×11孔
ΣL=169.0m
θ=＋5°
孔口保護
(土留工)
1号 H=2.0m、L=28.7m
保護板 4箇所

F s
4 - 1号
ﾎ ﾞ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 暗渠工

1 . 0 0

1 . 2 0

4測線(副)2 安全率一覧表
高 水 位

H W L F s
円 弧

N o .

R - 1

低 水 位

L W L F s

1 . 0 0

計 画
F s

土 質 定 数

γt=18.00 kN/m3
γsat=18.00 kN/m3
C=10.57kN/m2
φ=15.00°

対 策 工 事

1 . 3 0

排土工
V=462.2m3

植生マット工
A=454.7m2

丸太筋工
L=76.6m

F sP W L 1

BPNo.4-1
GL-0.65m

BPNo.4-1
GL-3.65m

1 . 2 7
4-1号ボーリング暗渠工
L=11～26.0m×11孔
ΣL=169.0m
θ=＋5°

F s
4 - 1号
ﾎ ﾞ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 暗渠工

1 . 3 4
BPNo.4-1
GL-3.82m

1 . 2 0

4測線(副)3 安全率一覧表
高 水 位

H W L F s
円 弧

N o .

R - 1

低 水 位

L W L F s

1 . 0 0

計 画
F s

土 質 定 数

γt=18.00 kN/m3
γsat=18.00 kN/m3
C=11.65 kN/m2
φ=15.00°

対 策 工 事

1 . 2 2

法切工
V=281.6m3

植生マット工
A=163.5m2

丸太筋工
L=57.2m

F s
4 - 1 号
法切工

P W L 1

BPNo.4-2
GL-0.29m

BPNo.4-2
GL-0.29m

1 . 1 4
4-2号ボーリング暗渠工
L=10～26.0m×11孔
ΣL=190.0m
θ=＋5°

F s
4 - 2号
ﾎ ﾞ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ暗渠工

1 . 2 8
BPNo.4-2
GL-2.80m

4 - 1号
排土工

R-1(投
影)

R-2(投
影)

①

②

凡 例

計 画

発 注



DL=10.00

20.00

30.00

19
.
43

19
.
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.
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1
9.

4
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1
9.

7
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9.

5
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2
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2
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3
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2
1.

2
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2
3.

3
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2
4.

4
5

0
.
0

2
.
0

9
.
0
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.
0
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.
0
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.
0
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.
5

35
.
5

43
.
5

46
.
3

0.
0

2.
0

7.
0

5.
0

5.
0

3.
0

8.
5

5.
0

8.
0

2.
8

N
O
.0

N
O
.1

N
O
.2

N
O
.3

N
O
.4

N
O
.5

N
O
.6

N
O
.7

N
O
.8

N
O
.9

水 路 底 高

地 盤 高

追 加 水平 距 離

水 平 距 離

計 画 底 高

計 画 勾 配

測 点 No

m

m

m

m

%

m

1:100(A1)
1:200(A3)

1
:
10

0
(A

1
)

1
:
20

0
(A

3
)

H=19.621

4KBM.2

VU
Φ75

H=1
9.
46 VU

Φ75

H=1
9.

56

HP200

UF200

建築ブロック

建築ブロック

建築ブロック

建築ブロック

建築ブロック

19
.
3
2

19
.
3
4

19
.
4
3

19
.
4
9

19
.
5
4

19
.
6
8

20
.
0
4

20
.
1
8

21
.
0
4

23
.
1
8

24
.
2
5

19
.
32

19
.
54

19
.
68

20
.
04

20
.
18

21
.
04

23
.
18

24
.
25

1:100(A1)
1:200(A3)

年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇 所

図 面番 号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 河下町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
主 任
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

水路工縦断面図

報徳4ブロック

37 － 2 6

担 当
技 術者

調 査

水 路 工 縦 断 面 図

4 測 線

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 N=37枚

BF300 L=18.6m

BF300 L=27.5m

有孔管φ100 L=27.5m

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 N=55枚

明暗渠工

集
水桝

W5
×5-

D5
型

i=1.
2%

(L=1
8.0m

)
※( )は平面距離を示す

i=1.
6%

L=8.
5m

i=17
.2%

L=5.
0m

i=26
.8%

L=8.
0m

i=13
.8%

L=2.
6m

i=38
.2%

L=2.
8m

受
工

受
工

受工

受
工

受
工

凡 例

計 画

発 注



1:100(A1)
1:200(A3)

年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇 所

図 面番 号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 河下町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
主 任
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

報徳4ブロック

37 － 2 7

担 当
技 術者

調 査

水路工横断面図

▽ 19.32

▽ 19.34

▽ 19.43

▽ 19.49

▽ 19.68

▽ 20.04

▽ 20.18

▽ 21.04

▽ 23.18

▽ 24.25

▽ 19.54

FH=

PH=19.624

NO.0

DL=15.00

D=0.0

GH=19.42

FH=

PH=19.956

NO.1

DL=15.00

D=2.0

GH=19.76

FH=

PH=19.433

NO.2

DL=15.00

D=7.0

GH=19.43

FH=

PH=19.705

NO.3

DL=15.00

D=5.0

GH=19.51

FH=

PH=19.723

NO.4

DL=15.00

D=5.0

GH=19.54

FH=

PH=20.565

NO.5

DL=15.00

D=3.0

GH=20.39

FH=

PH=20.380

NO.6

DL=15.00

D=8.5

GH=20.38

FH=

PH=21.241

NO.7

DL=15.00

D=5.0

GH=21.24

FH=

PH=23.386

NO.8

DL=15.00

D=8.0

GH=23.38

FH=

PH=24.459

NO.9

DL=20.00

D=2.8

GH=24.45

凡 例

計 画

発 注





1:100(A1)
1:200(A3)

年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇 所

図 面番 号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 河下町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
主 任
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

報徳4ブロック

担 当
技 術者

調 査

1号土留工横断面図(1)

37 － 2 9

▽ 10.98

(吐口)

1:
1.
2

1:
1.
2

▽ 16.37

▽ 13.41

▽ 16.37

▽ 12.17

▽ 16.37
植
生
マ
ッ
ト

SL
=3
.5
m

植
生
マ
ッ
ト

SL
=5
.6
m

植
生
マ
ッ
ト

SL
=6
.4
m

植
生
マ
ッ
ト

SL
=6
.4
m

1:
1.
2

1:
1.
2

植
生
マ
ッ
ト

SL
=3
.4
m

植
生
マ
ッ
ト

SL
=4
.8
m

植
生
マ
ッ
ト

掘削（土砂) = 1.1

床掘（土砂） = -

埋戻（土砂） = -

埋戻（粘性土） = -

切土法面整形工 = 9.1

裏込砕石 = -

掘削（土砂) = 8.1

床掘（土砂） = -

埋戻（土砂） = -

埋戻（粘性土） = -

切土法面整形工 = 12.8

裏込砕石 = -

掘削（土砂) = 7.5

床掘（土砂） = -

埋戻（土砂） = -

埋戻（粘性土） = -

切土法面整形工 = 8.2

裏込砕石 = -
1:
1.
3

1:
1.
3

1:
1.
3

第4-1号ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ暗渠工

▽ 17.30

▽ 18.80

▽ 17.30

▽ 18.80

▽ 17.30

▽ 18.80

4
-
1
N
o
.
4
横

断
位

置

1:
1.
2

1:
1.
2

▽ 16.37植
生
マ
ッ
ト

SL
=4
.3
m

植
生
マ
ッ
ト

SL
=6
.3
m

掘削（土砂) = 10.8

床掘（土砂） = -

埋戻（土砂） = -

埋戻（粘性土） = -

切土法面整形工 = 10.6

裏込砕石 = -

▽ 17.30

▽ 18.80

転落防止柵

転落防止柵

転落防止柵

転落防止柵

DL=5.00

D=0.0

FH=

PH=11.546

4-1NO.0

GH=11.54

DL=5.00

D=5.0

FH=

PH=12.207

4-1NO.2

GH=12.20

DL=10.00

D=5.0

FH=

PH=13.434

4-1NO.3(甲)

GH=13.32

DL=5.00

D=4.5

FH=

PH=11.308

4-1NO.1

GH=11.30

凡 例

計 画

発 注



1:100(A1)
1:200(A3)

年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇 所

図 面番 号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 河下町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
主 任
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

報徳4ブロック

担 当
技 術者

調 査

1号土留工横断面図(2)

37 － 3 0

▽ 16.14

▽ 16.08

水
路屈

折
部

既設水路底高

▽ 19.99

既設水路底

19
.
9
9

19
.
9
1

18
.
9
0

18
.
8
8

16
.
0
3 i=6

7.5
%

L=4
.0m

i=0
.7%

L=1
1.6

m

i=8
4.2

%

L=1
.2m

▽ 16.03

(?口)

(吐口)

▽ 15.82

▽ 11.14

1:
1.
2

1:
1.
2

1:
1.
2

1:
1.
2

1:3.
0

1:
1.
2

▽ 16.29

▽ 16.36

▽ 16.30

▽ 16.04

▽ 15.98
▽ 16.37

▽ 16.24

▽ 19.10

1:
1.
2

水路縦断

(BF300)

植
生
マ
ッ
ト

SL
=6
.1
m

植
生
マ
ッ
ト

SL
=0
.4
m

植生マット

SL=
1.4

m

植
生
マ
ッ
ト

SL
=3
.8
m

植
生
マ
ッ
ト

SL
=4
.3
m

植
生
マ
ッ
ト

SL
=1
.8
m

植
生
マ
ッ
ト

SL
=5
.5
m

▽ 13.00

※建物との離隔が狭いため施工には充分注意すること。

1:
1.
2

▽ 15.77

(吐口)
(?口)

▽ 11.88
▽ 11.87

(吐口)
(?口)

1
5.

7
7

1
5.

7
3

1
1.

8
8 i=8

3.7
%

L=4
.6m

i=5
.0%

L=0
.8m

水路縦断

(ポリエチレン管φ350)

4
-
1
N
o
.
2
横

断
位

置

植
生
マ
ッ
ト

SL
=3
.1
m

4
-
1
N
o
.
2
横

断
位

置

4
-
1
N
o
.
1
横

断
位

置

計
画

法
肩

位
置

18
.
7
3

▽ 18.88▽ 18.73

(吐口) (?口)

水路縦断

(ポリエチレン管φ350)

掘削（土砂) = 6.8

盛土（土砂） = 1.0

床掘（土砂） = 1.5

埋戻（土砂） = 1.4

埋戻（粘性土） = 0.5

切土法面整形工 = 5.5

盛土法面整形工 = 4.9

裏込砕石 = 0.4

掘削（土砂) = 10.8

床掘（土砂） = -

埋戻（土砂） = -

埋戻（粘性土） = -

切土法面整形工 = 9.9

裏込砕石 = -

掘削（土砂) = 6.2

床掘（土砂） = -

埋戻（土砂） = -

埋戻（粘性土） = -

切土法面整形工 = 3.1

裏込砕石 = -

掘削（土砂) = 7.0

床掘（土砂） = -

埋戻（土砂） = -

埋戻（粘性土） = -

切土法面整形工 = 7.9

裏込砕石 = -
FH=14.73

2.
0
0

植生シート

SL=4
.9m

▽ 17.30

▽ 18.80

▽ 16.03

(?口)

転落防止柵

転落防止柵

DL=10.00

D=0.0

FH=

PH=13.434

4-1NO.3(乙)

GH=13.32

DL=10.00

D=4.2

FH=

PH=13.868

4-1NO.4

GH=13.75

DL=10.00

D=8.5

FH=

PH=13.059

4-1NO.5

GH=13.05

生垣

DL=10.00

D=7.0

FH=

PH=13.235

4-1NO.6

GH=13.23

地山線

凡 例

計 画

発 注



1:100(A1)
1:200(A3)

年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇 所

図 面番 号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 河下町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
主 任
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

報徳4ブロック

担 当
技 術者

調 査

1号土留工横断面図(3)

37 － 3 1

▽ 16.16

▽ 16.22

1:3.
0

1:
1.
2

1:3.
0

1:
1.
2

FH=14.73

FH=14.73

1:3.
0

▽ 16.29

▽ 16.29

FH=14.73

植
生
マ
ッ
ト

SL
=5
.7
m

植
生
マ
ッ
ト

SL
=6
.3
m

1.17

0 10 20 30 40 50
Nd値

簡易貫入試験
KP.4-2 L=1.17m

▽ 13.02

▽ 13.05▽ 13.02

1:
0.
4

FH=14.73

2
.0

0

1:
0.
4

2.
0
0

1:
0.
4

2
.0

0

1:
0.
4

2.
0
0

掘削（土砂) = 4.4

盛土（土砂） = 1.6

床掘（土砂） = 1.6

埋戻（土砂） = 1.4

埋戻（粘性土） = 0.6

切土法面整形工 = 5.7

盛土法面整形工 = 4.9

裏込砕石 = 0.4

掘削（土砂) = 2.9

盛土（土砂） = 4.1

床掘（土砂） = 1.8

埋戻（土砂） = 1.3

埋戻（粘性土） = 0.5

切土法面整形工 = -

盛土法面整形工 = 4.9

裏込砕石 = 0.4

掘削（土砂) = 8.6

盛土（土砂） = -

床掘（土砂） = 1.6

埋戻（土砂） = 2.2

埋戻（粘性土） = 0.5

切土法面整形工 = 6.3

盛土法面整形工 = -

裏込砕石 = 0.4

掘削（土砂) = 2.0

盛土（土砂） = 1.5

床掘（土砂） = 1.6

埋戻（土砂） = 1.4

埋戻（粘性土） = 0.5

切土法面整形工 = -

盛土法面整形工 = 4.9

裏込砕石 = 0.4

第4-1号ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ暗渠工

植生シート

SL=4
.9m

植生シート

SL=4
.9m

植生シート

SL=4
.9m

第4-1号ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ暗渠工

▽ 17.30

▽ 18.80

▽ 17.30

Nd<10 崖錐堆積物

10≦Nd<50 強風化泥岩

転落防止柵

DL=10.00

D=4.0

FH=

PH=13.312

4-1NO.7(甲)

GH=13.31

DL=10.00

D=0.0

FH=

PH=13.312

4-1NO.7(乙)

GH=13.31

ゴミ

DL=10.00

D=0.0

FH=

GH=13.31

PH=13.312

4-1NO.7(丙)

DL=10.00

D=8.0

FH=

PH=13.252

4-1NO.8

GH=13.23

凡 例

計 画

発 注



1:100(A1)
1:200(A3)

年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇 所

図 面番 号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 河下町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
主 任
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

報徳4ブロック

担 当
技 術者

調 査

1号土留工横断面図(4)

37 － 3 2

1:
1.
2

1:
1.
2

1:
1.
2

植
生
マ
ッ
ト

SL
=6
.2
m

植
生
マ
ッ
ト

SL
=4
.7
m

植
生
マ
ッ
ト

SL
=2
.5
m

※既設水路は取壊さないこと。

施工時に破損した場合は補修又は新設する事。

1:
0.
4

2
.0

01:
0.
4

2
.0

0

1:
0.
4

2.
0
0

FH=14.73

FH=14.73

FH=14.73

掘削（土砂) = 10.2

盛土（土砂） = -

床掘（土砂） = 1.2

埋戻（土砂） = 1.9

埋戻（粘性土） = 0.4

切土法面整形工 = 6.2

盛土法面整形工 = -

裏込砕石 = 0.4

掘削（土砂) = 2.7

盛土（土砂） = -

床掘（土砂） = 1.3

埋戻（土砂） = 2.4

埋戻（粘性土） = 0.4

切土法面整形工 = 4.7

盛土法面整形工 = -

裏込砕石 = 0.4

掘削（土砂) = 2.2

盛土（土砂） = -

床掘（土砂） = 2.4

埋戻（土砂） = 2.1

埋戻（粘性土） = 0.7

切土法面整形工 = 2.5

盛土法面整形工 = -

裏込砕石 = 0.3
第4-1号ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ暗渠工

▽ 17.30

▽ 17.30

1.07

0 10 20 30 40 50
Nd値

簡易貫入試験
KP.4-3 L=1.07m

DL=10.00

D=5.0

FH=

GH=13.11

PH=13.118

4-1NO.9

DL=10.00

D=5.0

FH=

GH=13.30

PH=13.438

4-1NO.10

水路底

DL=10.00

D=4.0

FH=

GH=13.59

PH=13.764

4-1NO.11

凡 例

計 画

発 注



1:100(A1)
1:200(A3)

年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇 所

図 面番 号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 河下町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
主 任
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

報徳4ブロック

担 当
技 術者

調 査

2号土留工横断面図(1)

37 － 3 3

1:4.
0

1:
1.
2

FH=21.85

▽ 20.20

1:4.0

1:
1.
2

1:4.
0

1:
1.
2

1:4.
0

1:
1.
2

1:4.
0

1:
1.
2

2.
3
0

掘削（土砂) = 8.1

床掘（土砂） = 2.6

埋戻（土砂） = 2.2

埋戻（粘性土） = 0.8

切土法面整形工 = 5.5

裏込砕石 = 0.4

コンクリート取壊= -

掘削（土砂) = 10.4

床掘（土砂） = -

埋戻（土砂） = -

切土法面整形工 = 5.4

裏込砕石 = -

コンクリート取壊= -

掘削（土砂) = 10.5

床掘（土砂） = -

埋戻（土砂） = -

切土法面整形工 = 3.8

裏込砕石 = -

コンクリート取壊= -

掘削（土砂) = 4.4

床掘（土砂） = -

埋戻（土砂） = -

切土法面整形工 = 1.4

裏込砕石 = -

コンクリート取壊= -

掘削（土砂) = 6.7

床掘（土砂） = -

埋戻（土砂） = -

切土法面整形工 = 5.4

裏込砕石 = -

コンクリート取壊= -

掘削（土砂) = 7.8

床掘（土砂） = -

埋戻（土砂） = -

切土法面整形工 = 4.9

裏込砕石 = -

コンクリート取壊= -

▽ 25.76

▽ 25.76

▽ 24.26

▽ 25.76

▽ 24.26

▽ 25.76

▽ 24.26

▽ 22.76

▽ 24.26

植
生
マ
ッ
ト

SL
=5
.5
m

植
生
マ
ッ
ト

SL
=4
.9
m

植
生
マ
ッ
ト

SL
=5
.4
m

植
生
マ
ッ
ト

SL
=5
.4
m

植
生
マ
ッ
ト

SL
=3
.8
m

植
生
マ
ッ
ト

SL
=1
.4
m

1
:
0
.
3

1:
1.
2

0.50

1:
0.
5

DL=20.00

D=0.0

FH=

GH=23.93

PH=24.047

4-2NO.0

DL=20.00

D=2.0

FH=

GH=22.71

PH=22.902

4-2NO.1

DL=20.00

D=2.0

FH=

GH=20.35

PH=20.351

4-2NO.2

DL=20.00

D=5.0

FH=

GH=20.38

PH=20.380

4-2NO.3

DL=20.00

D=5.5

FH=

GH=20.36

PH=20.366

4-2NO.4

DL=20.00

D=3.359

FH=

GH=20.40

PH=20.405

4-2NO.5

地山線

凡 例

計 画

発 注



1:100(A1)
1:200(A3)

年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇 所

図 面番 号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 河下町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
主 任
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

報徳4ブロック

担 当
技 術者

調 査

2号土留工横断面図(2)

37 － 3 4

FH=21.85

FH=21.85

FH=21.85

▽ 19.92

▽ 19.96

▽ 19.96

※水路上に堆積している土砂は撤去すること。
1:
1.
2

1:
1.
2

1:
1.
2

1:
1.
2

植
生
マ
ッ
ト

SL
=3
.9
m

植
生
マ
ッ
ト

SL
=4
.0
m

植
生
マ
ッ
ト

SL
=5
.8
m

植
生
マ
ッ
ト

SL
=2
.0
m

▽ 22.76

▽ 24.26

▽ 22.76

▽ 24.26

▽ 22.76

▽ 24.26

FH=21.85

2.
3
0

2
.3

0

2.
3
0

2.
3
0

0.58

0 10 20 30 40 50
Nd値

簡易貫入試験
KP.4-4 L=0.58m

掘削（土砂) = 6.7

床掘（土砂） = 2.1

埋戻（土砂） = 2.1

埋戻（粘性土） = 0.6

切土法面整形工 = 4.0

裏込砕石 = 0.4

コンクリート取壊= -

掘削（土砂) = 6.5

床掘（土砂） = 2.2

埋戻（土砂） = 2.1

埋戻（粘性土） = 0.6

切土法面整形工 = 3.9

裏込砕石 = 0.4

コンクリート取壊= -

掘削（土砂) = 11.7

床掘（土砂） = 1.8

埋戻（土砂） = 2.1

埋戻（粘性土） = 0.5

切土法面整形工 = 5.8

裏込砕石 = 0.5

コンクリート取壊= -

掘削（土砂) = 5.4

床掘（土砂） = 1.9

埋戻（土砂） = 2.4

埋戻（粘性土） = 0.6

切土法面整形工 = 2.0

裏込砕石 = 0.5

コンクリート取壊= -

1
:
0
.
3

1
:
0
.
3

1
:
0
.
3

1
:
0
.
3

既設給水タンク

撤去・移設

1:
0.
5

1:
0.
5

1:
0.
5

1:
0.
5

0.50
既設給水タンク

撤去・移設

DL=20.00

D=4.6

FH=

GH=20.33

PH=20.337

4-2NO.6(甲)

タンク

DL=20.00

D=0.0

FH=

GH=20.33

PH=20.337

4-2NO.6(乙)

タンク

DL=15.00

D=6.5

FH=

GH=20.08

PH=20.089

4-2NO.7

DL=15.00

D=3.0

FH=

GH=21.57

PH=21.712

4-2NO.8
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年 度

事 業 名

箇 所 名

施 工箇 所

図 面番 号

会 社 名

図 面名 称

設 計

島根県 出雲市 河下町 地内

縮尺

会 社 及 び 責 任 者

復旧治山事業

（北浜東4工区）外

測 量

調 査
測 量
主 任
技 術者

管 理
技 術者

照 査
技術 者

令和 ５ 年度

報徳4ブロック

担 当
技 術者

調 査

図 示

37 － 3 5

土留工構造図

FH=14.73

1号土留工

標 準 断 面 図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

0
.
20

2
.
00

0
.
20

2
.
00

0.50 0.30

正 面 図
V=1: 50,H=1:100(A1)

V=1:100,H=1:200(A3)

※水抜きﾊﾟｲﾌﾟは2m
2
に1ヶ所設置すること。

水抜きﾊﾟｲﾌﾟの設置個所には、吸出防止材を設置すること。

1:
0.
5

1:
0.
4

1:
1.
2

0
.1

0

0
.5

0
m

根
入

れ
(標

準
)

0
.
20

H
=
2.

0
0
m

0.40 1.30 0.40

1.40
粘性土等(不透水材料)

水抜きﾊﾟｲﾌﾟφ50

L=1.1m 裏込材

C-40

基礎砕石

RC-40

5.0%

FH=21.85

2号土留工

標 準 断 面 図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

正 面 図
S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

0.50 0.30

1.29

0.40 1.19 0.40

0
.
10

0
.
50

m

根
入

れ
(
標

準
)

0.
2
0

H
=2

.
3
0m

FH=14.73 FH=14.73

1
:0

.
3

1:
0.
5

1:
1.
2

5.0%

※水抜きﾊﾟｲﾌﾟは2m
2
に1ヶ所設置すること。

水抜きﾊﾟｲﾌﾟの設置個所には、吸出防止材を設置すること。

裏込材

C-40

基礎砕石

RC-40

水抜きﾊﾟｲﾌﾟφ50

L=0.9m

5.0%

粘性土等(不透水材料)

4.40 6.13 3.00

L=13.53m

0.
2
0

2
.
30

0.
2
0

2
.
30

4
-
2N

O
.7

4
-
2N

O
.8

4
-
2N

O
.6

4
-
2N

O
.5

※測点間距離は天端前面位置を示す

FH=21.85FH=21.85

基礎砕石

RC-40

基礎砕石

RC-40

丸太筋工

正面図 側面図

丸太筋工
2段

標準断面図

0.70 0.70

0.30

0.
3
0

(0
.
3
0)

0
.
5
0

横木

杭木

横木

杭木

1.0m縄〆

10m当たり

数 量単 位規 格

束萱 株

名 称

数 量 表

横 木 本

杭 木 本末口径9cm以上 長さ80cm(60cm) 1 5 . 0

2 5 . 0

1 . 0

末口径6cm以上

0.30
1:
1.
2

1:
1.
2

張りｺﾝｸﾘｰﾄ

t=10cm

S=1: 50(A1)

S=1:100(A3)

目
地

材

目
地

材

0.25 3.68 1.23 0.55 8.00 5.00 5.00 4.00

L=28.71m

1.00

4
-
1N

O
.6

4
-
1N

O
.7

(
乙

)

4
-
1N

O
.7

(
丙

)

4
-
1N

O
.8

4
-
1N

O
.9

4
-
1N

O
.1

0

4
-
1N

O
.1

1

※測点間距離は天端前面位置を示す

目
地

材

目
地

材

目
地

材

階段工
S=1:20(A1)

S=1:40(A3)

1:
1.
2

300

200

230

230

1
7
9

150
150

29
9

階 段 部 地 覆 部

数 量単 位規 格名 称

数 量 表

σck=18N/mm
2

m
2

m
3

型 枠

コンクリート

１箇所当たり

m地 覆 部

σck=18N/mm
2

m
2

m
3

型 枠

コンクリート

m
3裏 込 材 RC-40

200

コンクリート

σck=18N/mm
2

200

コンクリート

σck=18N/mm
2

裏込材

RC-40

(W)

600

2
12

1
7
9

39
1

5.16

0.92

12.80

7.68

0.77

0.77

3000 @3000 土 中 用

(E)

転落防止柵
セーフティフェンス標準図

φ42.7×2.3

φ60.5×3.2

正面図

S=1:25A1)

S=1:50(A3)

1
1
00

1
1
30

23
3
0

1
2
00

断面図
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37 － 3 6

担 当
技 術者

調 査

図 示

水路工構造図

水路工構造図

B F3 0 0

10m当たり

数 量単 位規 格

m 1 0 . 0

名 称

数 量 表

埋 戻 1 . 5m
3

床 掘 2 . 4m
3

土 砂

4
0

2
40 40 260 402
00

300

45 300 45

390300 300

BF300
S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

ベンチフリューム

(鋼板蓋) S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

500150

800

150

50
0

15
0

1
50

6
5
0

400

100 800

1000

100

400

150 500 150

800

15
0

50
0

15
0

80
0

σ c k = 1 8 N / m m
2

m
2

m
2

１箇所当たり

数 量単 位規 格

枚

m
3

型 枠

コ ン ク リ ー ト

基 礎 砕 石

鋼 板 蓋

名 称

数 量 表

埋 戻 m
3

500×500用

床 掘 m
3

土 砂

R C - 4 0 , t = 1 5 0

1

2 . 6

2 . 0

3 . 3 8

1 . 0 0

0 . 2 9 1

W5×5-D5型

縞 鋼 板
t=3.2mm

把手 RBφ13
すべり止め
L50×50×4

55 490 55

600

55
4
90

5
5

6
00

150300150

2
25

1
50

2
2
5

S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

500×500

鋼 板 蓋

26.79kg/m
2

SS400

数量表

名 称 寸 法 規格 単位質量

すべり止め

縞 鋼 板

補 強 板

600×3.2×600

把 手

〃

〃

〃

L50×50×4×40

RBφ13×450

φ80×4.5

3.06kg/m

1.04kg/m

35.33kg/m
2

数量

1

4

2

4

質量(kg)

9.6

0.5

0.9

0.7

合 計 11.7

ch PL

PL

B F 3 0 0

10m当たり

数 量単 位規 格

m 1 0 . 0

名 称

数 量 表

埋 戻 1 . 5m
3

床 掘 3 . 7m
3

土 砂

明暗渠工
BF300,有孔管φ100

ベンチフリューム

300

巻立砕石

C-40

3
0
0

150

600

吸出防止用ｼｰﾄ

t=10mm
150

有孔管φ100

有 孔 管 φ 1 0 0 m 1 0 . 0

C - 4 0 m
3 1 . 3巻 立 砕 石

暗 渠

m
2 1 2 . 7吸出防止用シート

m
2 4 . 1防水シート

50

防水シート

300 3004530045

20
0

40

t = 1 0 m m

S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

固定コンクリート標準図

平 面 図 断 面 図

水路屈曲部 S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

BF
3
00

BF300

424

537

10
0

7
2
082
0

720 100

820

30060
0

600

120 300 120

540

1
2
0

2
0
0

3
2
0

数 量単 位規 格名 称

数 量 表

1：2

m
2

m
3

型 枠

モルタル

1 . 2 6

0 . 1 2

１箇所当たり

鋼板蓋

鋼板蓋

基礎砕石

RC-40

3
0
0

3
00

300

波型ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管φ350

40
2

φ350 m 1 0 . 0

埋 戻 2 . 8m
3

床 掘 4 . 0m
3

土 砂

波型ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

10m当たり

数 量単 位規 格名 称

数 量 表

350

300 402 300

S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

張コンクリート

（σck=18N/mm2）

路盤

（RC-30）

張りコンクリート
S=1:20(A1)
S=1:40(A3)

すべり止め

3

55 50

5
5

5
0

4
0

3.
2

S=1: 5(A1)
S=1:10(A3)

把 手

注）桝蓋（把手、すべり止め等含む）のさび止め塗装は、

さび止めペイント（JIS K 5674）とする。

3.
2

4
.
5

3

φ25 φ80

150

φ13

50

1
00

S=1:10(A1)
S=1:20(A3)

孔口保護板

150

250

400

200 200

40
0

15
0

2
5
0

10
0

S=1:10(A1)
S=1:20(A3)

水抜きボーリング孔

数 量単 位規 格名 称

数 量 表 1箇所当り

床 掘 m
3 0.02土砂

コンクリート m
3 0.02

型 枠 m
2 0.16

σck=18N/mm2

0.
1 0
.1

0
.
2

凡 例
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